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湖沼の富栄養化状態の把握を目的としたクロロフィルの定量














Φ , SANDER SDL-5N3CUV-A 型）を、蛍光検出器とし
て 570nm 以下の短波長カット硝子フィルター（東芝 
VO-57）を取り付けたフォトトランジスター（SHARP 
PT550F 型）を使用した。電源としては、室内測定用



























Ｆ : 紫外発光ダイオード（SDL-5N3CUV-A 型）
Ｇ : フォトトランジスター（PT550F）
Ｈ : 硝子フィルター（VO-57）
Ｉ : セルホルダー（外径 15mm）
Ｊ : 黒色アクリル板（50mm × 70mm）
   図３．試料室（光源、検出器）の構成




























ル bの蛍光強度に比べて 6.7 倍強く観測され、クロロ
フィルａに対して感度の高い測定が可能であることが
分かった。クロロフィル蛍光と濃度との関係は、クロ
ロフィル aとクロロフィル bの蛍光強度（加電圧 3.9V
の場合）をそれぞれ Fa、 Fb とすると、（１）式と（２）
式で与えられる。
　クロロフィルａ (μg/L) =　1.01 × Fa　　（１）

















































仮に、緑葉の平均的な重量含有率（クロロフィル a : 








 ―■― : 3.3V,  ―●― : 3.6V,  ―▲― : 3.9V
図４．クロロフィル a溶液の蛍光強度と濃度との関係
光ダイオード加電圧 
























































































































境水 250 ｍL を硝子フィルター（GF/F）を通してろ過
し、硝子フィルターに植物性プランクトンを捕集する。
次に、硝子フィルターに付着した水分を抜き取った後、






















































































は、広瀬川で 5 μ g/L ～ 10 μ g/L、青葉山に点在す
るため池では、5μ g/L ～ 50 μ g/L、また、仙台住宅



































試料水 250 ｍL 中に含まれる植物性プランクトンを捕
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